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要約 : 本研究では セミホット型アスファルト混合物の農道での適用性を検討するために プラントでの製
造実験および実道での試験施工を実施し 施工性および供用性について調査を行い 従来工法である加熱ア
スファルト混合物との性能を比較した その結果 セミホット型アスファルト混合物は 適用箇所を交通
以下の軽交通の農道に限定することにより 従来工法と同等の供用性能を持ち 環境負荷軽減およびコスト
縮減に有効であることが確認された
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は じ め に
近年 地球環境問題は国際的広がりをみせており +331
年 +,月には地球温暖化防止京都会議 気候変動枠組条約
第 -回締約国会議 ; COP-が開催され世界的規模で温室
効果ガスの排出抑制が図られることとなり 各産業分野で
省エネルギおよび CO,排出量の削減など環境負荷軽減
が強く求められている 一方 景気の低迷などによる財源
不足などにより 政府は財政構造改革の一環として公共事
業費の削減を進めている これにより 道路建設事業にお
いても環境負荷軽減とコスト縮減への取り組みは避けられ
ない状況になっている
現在 車道を舗装するアスファルト混合物を選定する場
合 アスファルト舗装要綱や土地改良事業計画設計基準
設計 農道+などにおいては 表 +に示すように分類され
ている しかし 農道の大半を占める大型車交通量の少な
い軽交通道路 アスファルト舗装要綱A交通以下 土地
改良事業計画設計基準交通以下 において 従来の加
熱アスファルト混合物を適用した場合 供用時のパフォ
マンスが過剰になっている場合が多く 製造施工コスト
縮減や省エネルギなどを考慮した適用区分の細分化によ
る舗装材料の適所適材化が必要になってきている
このような状況から筆者らは 環境基準に厳しい北欧の
常温舗装技術,を応用し 我が国の気象交通条件に適し
たセミホット型アスファルト混合物 以下 セミホット混
合物の開発を行っている-このセミホット混合物は特
殊な製造方法により 従来の加熱アスファルト混合物 以
下 加熱混合物 と比較して 混合性および施工性の向上
が期待できるもので 軽交通道路への適用を目標として検
討を行っている.
そこで本研究では セミホット混合物のプラントでの製
造実験および実道での試験施工を実施し 農道への適用性
および環境負荷軽減 コスト縮減に対する有効性について
検証することを目的としている
セミホット混合物の特徴
セミホット混合物の特徴,.は 製造工程において低粘
度の特殊アスファルトを使用することと 混合時に水を添
加することにある 混合工程で骨材に添加された水分は
アスファルトとの混合時に気化することにより アスファ
ルトの粘性を一時的に低下させ 混合性を向上させる さ
らに施工時には 混合物中の水分が ベアリング的な働き
をすることにより 転圧ロラによるニディング作用を
効果的に増幅させるため 施工性の向上が図れる これら
の効果によって 2*	程度での製造および /*	以下での
施工が可能となる それにより 従来の加熱混合物と比較
して 製造時には骨材加熱の燃料消費量を低減させ 施工
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時には転圧機械の簡略化小型化による機関燃料消費量の
低減が可能であるため 省エネルギに伴う CO,排出量の
低減とコスト縮減を両立させている ただし 骨材が 2*
程度および湿潤状態でも混合被膜を可能とする特殊アス
ファルトは 低粘度アスファルトを使用しているため 適
用箇所は軽交通道路に限定される
製造に関する検証
 製造方法の検証結果
セミホット混合物の製造上の特徴は 特殊アスファルト
の使用 と 混合時の水の添加 であるため 図 +に示す
様な従来の加熱混合物製造工程に加水を行う作業工程を付
加することが必要となる 実際の製造においては 既存の
製造プラントに加水装置 写真 , を付加し 製造試験を
行った
表 ,は 製造試験時のセミホット混合物性状の測定結果
を示したものであるが 測定値は基準値を満足しており
室内で製造した混合物性状値と比較しても 同程度の性状
値であり 品質的には何ら問題が無いことが確認できた
これらのことから セミホット混合物の製造は 既存の
プラントに簡易な加水装置を設置することで可能になるこ
とを実証した
 製造時の CO,排出量試算結果
アスファルト混合物の製造に伴って消費される燃料は
材料の加熱用バナの燃焼によるものが大部分であり
燃料の消費量は骨材加熱温度に比例する 表 -は 製造プ
ラントにおける製造時の加熱燃料消費量 A重油使用量
を測定し 燃焼時に発生する CO,排出量を試算/した結果
である これよりセミホット混合物は 混合性の向上によ
り 骨材加熱温度を加熱混合物より 1*程度低く設定で
きるため 加熱混合物と比較して CO,排出量が約 ..少
なくなることを確認した
施工に関する検証
 試験施工概要
セミホット混合物の施工性および供用性などを検証する
ことを目的に 実道において施工を実施した 試験施工の
概要を表 .に 工区の概略図を図 ,に示す 施工場所は
福島県郡山市の広域農道に隣接する片側 +車線の市道で
交通量および舗装断面は 広域農道と同等である
また 試験施工に使用する転圧機械および転圧回数は
試験施工前のプラント構内での確認試験により 混合物の
密度が目標とする品質 締固め度	+** が得られる機
種 転圧回数を選定した これにより決定された施工時の
写真 + 製造直後のセミホット型アスファルト混合物
写真の白煙は 水蒸気
図 + セミホット型アスファルト混合物の製造工程
写真 , 加水装置
表 , セミホット混合物の性状
表 - 製造時の CO,排出量
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機械編成および転圧回数は表 /に示すとおりである この
結果より セミホット混合物は転圧機械を簡略化小型化
し 締固めエネルギを少なくしても 十分な品質が得ら
れることが確認された
 施工性の検証
図 -は 各混合物の試験施工時の温度測定結果を示した
ものである セミホット混合物は 加熱混合物より施工温
度が 1*2*程度低い温度で施工を行ったが 締固め度
施工管理基準3.以上 は 33.2であり 加熱混合物
の 33.1と同程度であった
これらのことから セミホット混合物は 加水効果によ
り施工性が飛躍的に向上しており また実際の施工現場に
於いて転圧機械を簡略化小型化して施工を行っても 十
分な品質が得られることが確認された
 施工時の CO,排出量試算結果
表 /は 施工機械の燃料消費量 軽油使用量 を測定し
機械稼働時の CO,排出量を試算した結果である これより
セミホット混合物は 施工性の向上に伴い 転圧機械の簡
略小型化が可能となり CO,排出量を約 .,削減でき
ることを確認した
 施工時のコスト試算結果
表 0は今回の施工時 ,+*m,のコストを土木工事積
算基準マニュアル0に基づき試算した結果である セミ
ホット混合物は 混合性の向上に伴う加熱燃料の低減 施
工性の向上に伴う転圧機械の簡略小型化 機械燃料の低
減および作業員の減少などにより 加熱混合物と比較して
約 +1縮減している
供用性に関する検証
 供用性調査概要
供用性調査は 施工直後より ,年間に渡り定期的に行
い 路面性状は 平たん性 わだち掘れ量について測定を
行い 舗装構造においては Falling Weight Deﬂecto-
meter 以下 FWD を使用し たわみ量を測定して評価
を行った
 路面性状評価
路面性状は 平たん性とわだち掘れ量について検証し
た 平たん性測定結果を図 . 最大わだち掘れ量測定結果
を図 /に示す いずれの結果も管理基準は超えておらず
良好な路面状態を維持している また セミホット混合物
の施工後初期 -ケ月間の最大わだち掘れ変化量が 加熱混
表 / 施工機械編成と施工時の CO,排出量
図 , 試験施工工区概略図
表 . 試験施工概要
図 - 混合物温度と経過時間の関係
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合物と比較して少し大きくなる要因として 実道において
は降雨などの影響により 短期間でセミホット混合物内の
水分が蒸発せず 最終強度が発現し難い状況にあったこと
が考えられる
今回の結果より 施工 -ケ月以降は加熱混合物と同等の
性能 変化量 であることから セミホット混合物は 実
道において最終強度を発現するためには -ケ月程度の期
間を要するが 交通程度の軽交通の道路の路面性状には
大きな影響を与えないことが確認できた
 舗装構造評価
図 0は FWDで測定したたわみより 等値換算係数1を
算出した結果である セミホット混合物の等値換算係数
は施工後 -ケ月程度で +.*を超え以後は +.*以上で安定
し 加熱混合物と同等な値を示しており 舗装構造は健全
な状態を維持している
これにより セミホット混合物は最終強度を発現するま
でに -ケ月程の期間を必要とするが 最終強度の発現した
セミホット混合物の等値換算係数は 加熱混合物と同等の
+.*が適用できることが確認できた
ま と め
本研究では セミホット混合物のプラントでの製造実験
および実道での試験施工を実施し 農道への適用性および
環境負荷軽減 コスト縮減に対する有効性について検証し
た その結果を以下に示す
 セミホット混合物の製造は 既存のプラントに簡易
な加水装置を設置することで可能となり 混合物の
性状も目標値を満足する品質が得られることが確認
された
 施工性は 転圧機械を簡略小型化しても十分な品
質が得られることが確認された
 供用性は 交通程度の農道においては加熱混合物
と同程度の性能を持つことが確認された
 適用箇所については 最終強度が発現するまでに施
工後 -ケ月程度期間を必要とすることから 比較的
大型交通量の少ない交通以下の軽交通道路に制限
する必要があることが確認された
 舗装構成を決定する場合の等値換算係数は 加熱混
合物と同等の +.*を適用可能であることが確認され
た
 製造施工時において CO,排出量を .割程度削減
可能であることから 環境負荷軽減対策に有効な混
合物であることが確認された
 施工コストは ,割程度縮減が期待できることが確
認された
以上の結果から セミホット混合物は交通以下の軽交
通の農道への適用が十分可能であり また CO,排出量の削
減による環境負荷軽減および施工コストの縮減についても
寄与することができ その有効性が高いことが確認でき
た
今後は 今回の供用性についての検証デタは施工 ,年
後までのデタであるため さらに供用性の追跡調査を行
い セミホット混合物の長期供用性について検討する予定
である
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Study on Application to Farm Road
of Semi-hot Asphalt Mixture
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Toshifumi EMUKAI*, Yasushi TAKEUCHI**, Masashi KOYANAGAWA**
and Tsuneo MAKI**
(Received May ,., ,**./Accepted September +1, ,**.)
Summary : In this study, an experiment to manufacture semi-hot asphalt mixture in the plant and test
construction on the road were conducted, workability and performance were investigated. In order to
examine the applicability to farm roads, the performance of hot asphalt mixture and semi-hot asphalt
mixture was compared. The result shows that semi-hot asphalt has performance equivalent to hot
asphalt mixture when the application is limited to road  tra$c farm road, and it is e#ective in
environmental burden reduction and cost curtailment.
Key words : Semi-hot asphalt mixture, Farm road, Energy conservation, CO, emissions,
Cost curtailment.
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